AXIS ドアロックリレーを接続する
AXIS の I/O リレーモジュールを Offision に接続し、会議室外の予約パネルから電気錠を解錠できるように設定します。
2026-09-04   ·   https://offision.com/help/ja/devices/connect-an-axis-door-lock/
AXIS ネットワーク I/O リレーモジュールを使用すると、会議室ドアの電気錠や電気ストライクを Offision と連携できます。室外の予約パネルから対象会議室の利用者がワンタップでドアを解錠し、一定時間後に自動施錠される仕組みを構築できます。
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通信はすべて内側から外側への送信です。コントローラーが Offision クラウドへ MQTT 接続を確立し、そのセッション経由で解錠指示を受け取ります。
はじめる前に:
Offision のデバイス管理権限と、AXIS デバイス本体の Web 設定画面にサインインするための管理者アカウントが必要です。Offision で生成された接続パラメータを AXIS 側にコピー＆ペーストして設定します。
事前準備
1. ネットワークに接続され、電源が入っている AXIS I/O リレーモジュール（A9210 など）
1. モジュールの RELAY 出力端子に配線された電気錠・電気ストライク
1. AXIS デバイスの IP アドレスおよび管理者パスワード
1. 対象会議室にすでに紐付けられている予約パネル
1. 作業時間：約 30 分
1. Offision でドアロックを登録する
管理コンソールの マーケットプレイス › アプリ を開き、AXIS タイルをクリックします。
Where in Offision: admin app → marketplace/apps (システム連携)
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マーケットプレイス内の AXIS 連携タイル。
1. 左側メニューから AXIS door lock を選択し、追加 をクリックします。
1. デバイスを一括追加 で、分かりやすい 名前のプレフィックス（例: 会議室A ドア）と デバイス数 を入力します。
1. 一括追加 をクリックします。
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AXIS ドアロックの追加ダイアログ。
Offision 側から現地の機器へ直接通信することはないため、機器の IP アドレスを入力する必要はありません。
2. 設定ガイドラインを確認する
作成されたデバイスを開き、左メニューの 設定ガイドライン を選択します。
ガイドライン上に接続に必要な資格情報が表示されます。
1. Client ID
1. Username
1. Password（有効期限付きアクセストークン）
画面上に MQTT を有効化 ボタンが表示されている場合は、クリックして MQTT プロファイルを有効にします。
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MQTT 接続情報が表示された設定ガイドライン。
この画面を開いたまま、AXIS 端末の設定に進みます。
トークンの有効期限について:
生成されたパスワードには有効期限があります。長期間使用した後に通信が停止した場合は、この画面で パスワードを再生成 をクリックし、AXIS 端末側の設定を更新してください。
3. AXIS 端末側で MQTT とイベントルールを設定する
AXIS デバイスの Web 設定画面にログインし、以下の 3 つを設定します。
1. MQTT クライアント: ガイドラインに表示されたブローカーアドレス、Client ID、Username、Password を入力します。
1. MQTT サブスクリプション: 指示されたトピックフィルター（末尾の /# を含む）を購読します。
1. イベントルール: 解錠指示を受け取ってリレーを作動させ、状態を報告する 4 つのルールを作成します。
具体的な設定値や手順の詳細は AXIS デバイスの設定リファレンス を参照してください。
4. ドアロックを予約パネルに紐付ける
1. デバイス › 予約パネル › デバイス を開き、該当する部屋のパネルをクリックします。
1. 左メニューから ドアロック を選択します。
1. 作成したドアロックにチェックを入れて保存します。
Where in Offision: admin app → device/booking-panel/device (予約パネル)
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パネルのドアロック設定画面で対象の鍵を関連付けます。
続いて、デバイス › 予約パネル › デバイス設定 を開き、そのパネルが使用している設定で ドアを開くボタンを表示 をオンにします。必要に応じて 開錠時間（秒）を設定します。
予約時間外でも主催者が開錠できるようにする場合は、チェックイン方法 画面で 予約の管理者はいつでもドアを開ける もオンにします。
5. 動作を確認する
物理的な動作と画面上の状態表示の両方を確認します。
1. 物理解錠: パネル画面の ドアを開く ボタンをタップします。リレーが動作して電気錠が解錠され、設定秒数後に自動で再施錠されることを確認します。
1. 状態表示: 管理コンソール側で該当デバイスの表示が「解錠」に切り替わり、再度施錠されることを確認します。
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予約パネル画面に表示された「ドアを開く」ボタン。
6. 管理コンソールから遠隔解錠する
管理コンソールでデバイスを開き、左メニューの 制御 を選択します。Door タイルをクリックすると、手動でリレーを作動させることができます。
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管理画面からの手動解錠操作。
手動解錠の注意点:
管理コンソールからの手動解錠にはタイマーによる自動施錠は働きません。再度タイルをクリックして手動で施錠するまで解錠状態が維持されます。
トラブルシューティング
	症状
	主な原因と対処

	接続中と表示されるがリレーが動かない
	サブスクリプションのトピック末尾に /# が抜けていないか、Use default topic prefix が無効になっているか確認してください。

	リレーの動作音がするが解錠されない
	RELAY 端子の配線極性を確認してください。イベントルールが O1 ではなく RELAY を制御しているか確認します。

	解錠されたまま施錠されない
	イベントルールの Duration が 00:00:00 以外に設定されていないか確認してください。

	パネルに解錠ボタンが出ない
	デバイス設定で ドアを開くボタンを表示 が有効になっているか確認してください。予約時間外の場合は 予約の管理者はいつでもドアを開ける が必要です。

	パネル設定にドアロックの項目が出ない
	新規登録中のパネルには表示されません。一度保存してから再度編集画面を開いてください。

	数か月後に急に通信が切断された
	接続トークンの有効期限切れです。設定ガイドラインで パスワードを再生成 し、AXIS 側に再入力してください。
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